
 第３号様式（第６条第１項関係） 

市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

令和５年９月２５日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和５年９月２５日（月）午後3時～午後3時50分 東庁舎１階101 

２ 出席者 

総務課 齊藤課長、高瀬副主幹、苛原主任主事 

３ 件名 

白井市ＤＸ推進指針の策定について 

４ 会議結果 

□ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

■ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・今年度からマイシティーレポート（市民協働投稿サービス）が導入されているが、Ｄ

Ｘを進める上では、災害時対策、外国人対策などについても、大変有効なので盛り込

んでもらいたい。 

・自治体戦略2040構想研究会の報告では、2040年頃を見据えた自治体行政の課題とし

て、近年の出生数が団塊ジュニア世代の半分以下にとどまることから、従来の半分の

職員でも自治体の役割が発揮できる仕組みを構築する必要性が語れている。実際どの

ようになっていくか分からないが、こうした重要な点も背景に盛り込むべきである。 

・市役所職員には、市外在住者も多くなり、職場として選んでもらうためにも今後は、

市役所にいないと仕事ができない環境ではなく、電子決裁などによりテレワークを進

め、働きやすい職場環境を構築する必要がある。 

・指針の位置付けが分かりづらいので、整理した方が良い。 

・全体の構成や文言の整理をするほか、用語解説、計画期間などを入れるべき。 

 

→内容を再度検討することとした。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第１号様式その２（第４条第４項関係）

年 月 日

件　　　名

計画の概要

論点（決定を
要する事項）

部内会議や
関係課等との
調整結果（主
な意見・懸案

事項）

項目

条例規則

議会説明

市民参加

付議書公表□ □ □ ■ （

関係法令等

関係課

事業費

カテゴリー

部課名 総務部　総務課

年代 全ての年代 場所 市内全域 目的 行政経営改革 手段 その他

有 ＨＰ（R5.9月）

無

白井市ＤＸ推進指針の策定について

【背景・趣旨】
　行政のコロナ対応において、オンライン申請できないことやシステム・業務プロセスがバラ
バラで非効率であることなど、様々な課題が全国で明らかになった。
　こうしたデジタル化の遅れに対処するだけでなく、「新たな日常」の原動力として、制度や
組織の在り方等をデジタル化に合わせて変革していく、社会全体の「デジタル・トランス
フォーメーション（DX）」が求められている。
　白井市においても、デジタル技術を活用し、市民サービスの向上、市役所業務の効率化
を図り、白井市の魅力をもっと向上させるべく、本指針を定めるもの。

【DX推進ビジョン】
『デジタルでもっと便利な白井市へ』
〇市民サービスのＤＸ
　 「デジタルを活用し、電子申請サービスや市民窓口負担の軽減、ＳＮＳなどの情報発信
　　などに取り組む」
〇市役所業務のＤＸ
　 「デジタルを活用し、国のシステム標準化・共通化対応、定型業務の効率化、ＡＩの活用
　　などに取り組む」
〇地域社会のＤＸ
　 「デジタルを活用し、市で保有する情報の利活用、地理情報システムの活用などに取り
　　組む」

【DXを推進する上での視点】
　 「BPRによる事業展開」「トライ＆デバッグ」「優先順位を付けた事業の実施」
　 「ペーパレスの推進」「働きやすい職場環境」「SDGsの推進」

白井市ＤＸ推進指針の策定の可否について

令和 5 9 25

付議書（行政経営戦略会議）

広報・ＨＰ等

【部内会議】
・具体的な取組について、企画政策課、財政課と調整の上、予算編成における「デジタル
田園都市国家構想推進交付金」の活用、及び各課との調整による着実な事業展開を行う
こと。
【各課との調整】
・別添資料参照

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

Ｒ5.9月　指針に基づく事業の展開

デジタル改革関連法、デジタル手続法、官民データ活用推進基本法

各課

千円 （うち特定財源 千円）
参考情報

まで）

有報道発表
今後の

スケジュール

公開 非公開 部分非 時限非 R5年9月

無

定例記者会見（R5.11月）

有 議会運営報告（R5.10月）
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「⽩井市D X 推進指針」に対する各課の意⾒と回答

No 課等名
ペ
ー
ジ

意⾒ 意⾒の
取扱い

考え⽅（回答）

2 3
ＤＸ推進の意義や趣旨等といった内容は明記しない
のですか？

既記
載

3ページの指針策定の背景を趣旨として捉えてい
ます。

3
企画政策
課

4
・P4 ⼈⼝の⾒通しについて、2015年基準の推計
結果となるため、国勢調査結果を2015年まで、推
計を2020年からに変更をお願いします。

修正
修正します。なお、社⼈研の市町村版の最新推計
は、令和5年12⽉以降に公表予定とのことでし
た。

4 10
指針の位置づけについて、県のＤＸ戦略には市町村
が絡めてあるので、デジタル庁、総務省の下に千葉
県をいれてはどうか？

修正 追記します。

5 12
⾊々ＤＸのビジョンの内容が書いてあるが、箇条書
きでいいのですか？

その
他

計画ではなく、指針としてまとめており、アナロ
グからデジタルに変わる印象で今後の⽅向性を簡
潔な表現で表記しています。

6 13
デジタル⼈材の育成や不⾜についての体制整備等は
ないのですか？

既記
載

13ページに表記しています。また、デジタル⼈材
については、職員のレベルアップが進まないこと
を問題と捉えて表記しています。

7
企画政策
課

13

・P13 基幹系20業務の標準準拠システムへの移⾏
について、後期⾼齢者医療の空欄を詰めるようお願
いします。同じ欄で、児童扶養⼿当の追加をお願い
します。

修正 修正します。

8
⽣涯学習
課

13

②個別の事例を避けられたい ｐ13市役所業務の
DX 【AI・RPA】◇AI活⽤による業務の⾃動化・
効率化 について
・定型業務の⽂書作成にAIを導⼊するとあるが、定
型業務の⽂書ではAIを導⼊するまでもなく作成でき
るのでは？むしろ⼊⼒システムの整備の⽅が有効で
はないか？現在の⽣成AIがオンラインでの使⽤が前
提ならば、個⼈情報を含む⽂書はできないのではな
いか？ ・AI-OCRによる申請書等の⽂字データ変
換とあるが、窓⼝申請のデジタル活⽤を推進するな
ら、⼿書きの申請は減るのでは？ ・業務⽀援ツー
ルの項⽬に⼊っているAI要約ツールで会議要点をス
マートに整理、とあるが、これはAI活⽤の項⽬なの
では？ 〇費⽤対効果で業務を選択できるように、
具体的事例は避けられたい。
・定型業務のAIによる⾃動化・効率化
・AIによる情報のデジタル化
・AIによる業務⽀援
とされた⽅が、よろしいのではないか？

その
他

本内容は、今後市が取り組もうとしていく内容を
分かりやすく表現した１例であり、国の⽅針に
沿ったものであるため、原案のままとします。な
お、それぞれの項⽬が密接に関係しているため、
⼀部、重複となる場合があります。

修 正：素案を修正するもの

既記載：既に素案に盛り込んでいるもの

参 考：素案には反映できないが今後の参考とするもの

その他：素案には反映できないが意見として伺ったもの

23/9/19戦略会議資料



No 課等名
ペ
ー
ジ

意⾒ 意⾒の
取扱い

考え⽅（回答）

9
⽣涯学習
課

13

③ｐ13【業務⽀援ツール】について
 ・「データ保存体制の構築」を加えられたい
 デジタル化に当たってデータのバックアップ・保
存・保管⽅法がより重要になると考える。
他市では電⼦決裁化により、歴史公⽂書の収集もシ
ステムに組み込み、デジタル化した事例もある。デ

てアナログに変換する事例も聞く。

参考

各項⽬については、今後市が取り組もうとしてい
く内容を分かりやすく表現した１例であり、計画
ではないため、予算の調整を含め、今後検討して
いくべき事業の１つと考えます。

10
⽣涯学習
課

14

ｐ14地域社会のDX【地理情報システム】について
公開型の地理情報システム、となると市ホームペー
ジでGISを掲載するように読め、データの変換や
サーバーの増強なども課題になるかと思うが、
他市ではグーグルマップを活⽤している事例もあ
り、⽩井市でも「⽩井市の梨園マップ」でグーグル
マップを利⽤している。また散策マップアプリのよ
うにスマートフォン向けの位置情報アプリにするこ
とも選択肢であるので、「地理情報システム」では
なく、「地理情報」のみの表記にされたい。

◇地理情報により地域活動を⽀援
・各種⾏政マップを地域活動でも利⽤できるように
推進

修正

現在、オープンデータの推進の１つとして、公開
型GISの提供が課題として上げられており、そこ
にフォーカスした表現としています。⽂⾔につい

なお、各項⽬については、今後市が取り組もうと
していく内容を分かりやすく表現した１例であ
り、地理情報を含め、これまでの取り組みも継続
的に推進していくものとなります。
・「地理情報システム（GIS）により」→「地理
情報システム（GIS）などにより」
・「危険エリアなど」→「各種施設や危険エリア
など」

11
⽣涯学習
課

14

④ｐ14【オープンデータの推進】について
・「市で保有する情報を公開」するだけでなく「市
の保有する情報のデジタル化を推進し、公開」する
とされたい。
※各種⽂化財情報のデジタル化・公開を推進してい
るため。

られたい
 ２Dか、３Dか、スマホ向けか、PC向けかでデー
タが異なるため。

参考

DX推進にあたり、原則、全ての取り組みにおい
て、デジタル化の推進が前提となります。また、

展開を⾏うことが前提と考えることから、原案の
ままとします。

12
企画政策
課

15
・P15 優先順位を付けた事業の実施について、現
在ある資産→現在ある資源へ変更をお願いします。

修正 修正します。

13
⽣涯学習
課

15

⑤ｐ15 DXを推進する上での視点【優先順位を付
けた事業の実施】について
【効果的な事業の実施】とされたい
費⽤対効果をみてDXの優先順位を付けるのではな
く、費⽤対効果や法令をみてDXしないことを選択
できるようにされたい。
※今の⽂⾔では優先順位が低くてもDX化するよう
にも読めるため。

参考
全ての事業展開において、費⽤対効果の検証は重
要な判断基準となることから、原案のままとしま
す。



No 課等名
ペ
ー
ジ

意⾒ 意⾒の
取扱い

考え⽅（回答）

14 16
分は、利活⽤を追加してはどうか？

修正

マイルストーンは、指針ではなく参考資料として
表記しているものですが、「マイナンバーカー
ド」については、利活⽤が今後の課題と捉えられ
ますのでカッコ書きの表記を追記します。

15 16
⼯程表「セキュリティ」具体的にセキュリティポリ
シーの⾒直し⽬標年度を決めてはどうか？

その
他

マイルストーンは、指針ではなく参考資料として
表記しているものですが、「セキュリティ」につ

線を引いています。また、セキュリティーポリ
シーの⾒直しについては、１、２年中に⾒直しを
進める予定です。

16
企画政策
課

16
・P16 いつ、どこで、何をやるかが分かりにく
い。（導⼊なのか、検討なのか）

修正
マイルストーンは、指針ではなく参考資料として
表記しているものですが、分かりやすくカッコ書
きの表記を追記します。

17
企画政策
課

16
・P16 継続事項と取組強化事項が混在していて分
かりにくい。

修正
マイルストーンは、指針ではなく参考資料として
表記しているものですが、分かりやすくカッコ書
きの表記を追記します。

18
企画政策
課

16

・P16 オンライン申請→オンライン申請の拡⼤、
マイナンバーカード→マイナンバーカード利活⽤の
拡⼤、キャッシュレス→キャッシュレス化の推進、
AI・RPA→AI・RPAの活⽤、業務⽀援ツール→業務
⽀援ツールの活⽤、セキュリティ→セキュリティ対
策の徹底、地理情報システム→地理情報システムの
公開、オープンデータ→オープンデータの推進へ変
更をお願いします。

修正

マイルストーンは、指針ではなく参考資料として
表記しており、表記については、Ｐ12-14の表記
と合わせているところですが、分かりやすくカッ
コ書きの表記を追記します。

19
企画政策
課

16
・P16 情報発信・提供の⽮印を2027まで延ばすよ
うお願いします。

参考
カッコ書きで⽂⾔を追記することとしましたの
で、原案のままとします。

20 - ⽤語の説明が無いのであったほうがいいのでは？ 参考 公表等⾏う際には⽤語の説明を追記します。

21
⽣涯学習
課

-
組織名はきちんと書かれたい。⽩井市役所なのか、
⽩井市なのか。混在している。
そもそも「⽩井市役所」という組織は存在しない。

その
他 め、原案のままとします。


